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学生の成長が嬉しい
「地域つながるプロジェクト」

このたびは本学の地域つながるプロジェクト、同スタートアッププロジェクトに関心をお持ちいただき、
誠にありがとうございます。そして、プロジェクトで学生と一緒になって地域課題に取り組み、学生達
を支えていただいた地域の方 に々、心より感謝申し上げます。
地域つながるプロジェクトは、学生が地域の方 と々一緒になって地域課題の解決に取り組むもので、
2010年度に始まりました。最近では学外からの注目も集まってきており、今年度は中京圏と関西圏
の大学から、「地域つながるプロジェクトについて詳しく教えてほしい」と言われてヒアリングを受けま
した。これはとても嬉しく、私達の励みになりました。
2020年度はコロナ禍のため、地域つながるプロジェクトを実施できませんでした。そこで、私達は

学生と同じ気持ちになったつもりで「地域つながるプロジェクト」が抱える課題を発見し、それを解決
するための改善策を考えました。その一つが「地域つながるスタートアッププロジェクト」の創設でした。
これは、「地域活動がしたくて本学に入学したが、何をすればいいのかわからない」という入学間も
ない学生を想定し、「まずは地域のことを知り、地域の課題を発見する」さらに「地域活動をする上
での心構えを身につける」ことを目的とした、いわば「地域つながるプロジェクト」への準備段階とし
て位置付けたものです。前述した他大学の方からも、特にこのスタートアッププロジェクトについて、「助
走というのは本当に大事ですね。とても良い取り組みだと思います。」と評価していただきました。
昨年度、プロジェクトが再開し、地域つながるプロジェクトが 4件、同スタートアッププロジェクト

が 4件採択されました。今年度は、地域つながるプロジェクトが 7件、スタートアッププロジェクトが
5件に増えました。しかし、私自身は数が増えることだけが良いことだとは思っていません。コロナ
禍以前に比べ、その取り組みの内容と質は確実に向上しており、私はそのことを評価しています。
これは、スタートアッププロジェクトの創設もあって継続するプロジェクトが増えたことに加え、コロナ禍
で対面活動が制限される中でオンラインツールを使うことが一般化し、オンラインでの会合を何度も
持てるようになったことも大きく、いわばコロナ禍の「怪我の功名」とも言えるものです。人間の英知
を、そして学生達が秘めていた困難を克服する力を、改めて感じた次第です。
実際には、学生の活動がすべて順調にいくわけではありません。地域の方 と々うまく連携が取れな

い、学生間のコミュニケーション不足が原因で失敗するなど、活動中には多くの困難にぶつかります。
しかし、それらを乗り越えようとする努力と経験の積み重ねこそが学生を大きく成長させるのであり、そ
の成長した姿を見ることこそが私達の最大の喜びでもあります。この報告書を通して、学生が大きく
成長した姿を感じていただければ幸いです。

2023年 3月
ひろしま未来協創センター　センター長

川瀬　正樹
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プロジェクト一覧地域つながるプロジェクト 2022　1 年の流れ

1．地域つながるプロジェクト

プロジェクト
No. プロジェクト名 人数 学生リーダー 担当教職員

（所属学部）

1 発掘！廿日市レジャープロジェクト！ 16 辻　雄亮
（つじ　ゆうすけ）

川原　直毅
（商学部）

2 防災意識を高めるプロジェクト 13 岩田　佳吾
（いわた　けいご）

川瀬　正樹
（商学部）

3 今日から僕らは五月っ子！？ 5 國近　理人
（くにちか　りひと）

川瀬　正樹
（商学部）

4 KOI にこい！プロジェクト
～己斐の町の活気をとりもどそう～ 7 山田　杏

（やまだ　あん）
中園　宏幸
（商学部）

5 宮島観光活性化プロジェクト
～宮島と世界をつなぐ言語景観～ 7 角田　和哉

（すみだ　かずや）
石田　崇
（人文学部）

6 安芸太田に来てみんさい！！ 7 沖野　実優
（おきの　みゆ）

森河　亮
（法学部）

7 浅原を明るく元気に！☆彡 8 渡辺　拓海
（わたなべ　たくみ）

木本　晶子
（健康科学部）

2．地域つながるスタートアッププロジェクト

プロジェクト
No. プロジェクト名 人数 学生リーダー 担当教職員

（所属学部）

1 柳井知っちょる？
～柳井の知名度を上げたい～ 3 二上　叶夢

（にかみ　かなめ）
木村　弘
（商学部）

2 江田島魅力調査隊 6 中村　環音
（なかむら　かのん）

三浦　浩之
（国際コミュニティ学部）

3 江田島深掘りプロジェクト 7 加藤　瑠菜
（かとう　るな）

澤　俊晴
（国際コミュニティ学部）

4 音戸 Guru² 調査隊！ 3 石川　美貴
（いしかわ　みき）

松川　太一
（人間環境学部）

5 大規模団地の空き家対策を考える 3 三村　なつみ
（みむら　なつみ）

城野　哲平
（人間環境学部）

※地域つながるプロジェクトNo. は担当教職員の所属学部、提出順に付番、スタートアッププロジェクトは提出順に付番。

※地域つながるスタートアッププロジェクトは活動報告会のみ

2022年

1月 公募開始
1月26日（水）　募集説明会

3月 3月24日（木）　募集説明会

4月 4月13日（水）、22日（金）　募集説明会

5月 5月23日（月）　応募締切
5月24日（火）～書類選考

6月 6月  6日（月）　選考結果発表
6月  8日（水）～ 14日（火）　個別説明会（執行方法等）
プロジェクトごとに活動

キックオフミーティング（熟議）

毎年、当該年度の早い段階で「熟議」の手法を取り入れています。「熟議」とは、一般的には、多くの当事者により「熟慮」
や「議論」を重ねながら課題解決・政策形成をすることをいいます。それぞれのプロジェクトの関係者が集まって熟議をす
ることで、課題解決へのアプローチや活動の方向性を共有化しています。

7月
～
9月

プロジェクトごとに活動

10月 中間報告
プロジェクトごとに活動
地域つながるスタートアッププロジェクト応募締切

11月 プロジェクトごとに活動

12月 プロジェクトごとに現地報告会の開催
プロジェクトごとに活動

2023年

1月 プロジェクトごとに現地報告会の開催
プロジェクトごとに活動

2月 2月17日（金）　活動報告会

地域つながるプロジェクト・地域つながるスタートアッププロジェクト2022活動報告会を対面とオンライン（Zoom）で
のハイフレックス形式で開催しました。2022年度は、「地域つながるプロジェクト」で活動した7プロジェクトと地域つな
がるプロジェクトの準備段階の活動を行う「地域つながるスタートアッププロジェクト」の5プロジェクトが、1年間の活動
を報告しました。
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プロジェクト名

プロジェクト概要

概要と具体的な活動

メンバー ポスター

参加学生の振り返り 担当教職員の所感

本プロジェクトは廿日市市の中山間地域の活性化です。宮
島に行って帰る 3 時間 Trip を回避させるために敢えて地域の
モノ・コト消費を重視し、修学旅行生他、雪を見たことの無
い台湾人の旅行プランを行政へ提供します。

（商学部教授／川原 直毅 氏）

この活動を通して、廿日市市の中山間地域特有の良さや問
題点を深く感じることができました。情報共有の重要性等の多
くのビジネスマナーをこの発掘！廿日市レジャープロジェクト！を
通して学ぶことができました。

（商学部 3 年／辻 雄亮）

私たちは主に、中山間地域の活性化の課題を抱える広島県の廿日市を拠点に活動しました。具体的には、
まず 7 月に連携先でお世話になる廿日市市役所地域振興部の方へご挨拶と本プロジェクトの説明を行うため
に訪問しました。8 月には、廿日市市の中山間地域の現状と、それに対する解決策を考案するために、廿日
市市役所地域振興部の方と熟議を行いました。10 月には、地元とゆかりのある有限会社津田交通様へ伺い、
地元ならではの悩みや課題を知ることができました。さらに、課題に対するアプローチの仕方についてもご教
授していただきました。12 月には、実際にもみの木森林公園へ現地調査に赴きました。当日は大雪で道も険
しく、当初予定していたフォレストアドベンチャーも閉鎖されていました。そこで私たちは、大雪で制限されてい
る中で普段味わえない体験は観光資源になり得ると考えました。そして、1 月～ 2 月は、今までの活動をまとめ、
報告会に向けてポスターやプレゼンテーション作成を並行しながら、発表の準備も分担して取り組みました。

活動を通しての成果と課題

成果として、社会人としての常識の大切さと問題解決力の 2 点が挙げられます。前者の、社会人としての常
識の大切さについてで、私たちが取り組んだプロジェクトは他のプロジェクトよりもプロジェクトメンバーが多く
情報共有の大変さや報連相の重要性を身に染みて感じました。多くのことを同時並行でしていく中で、スケ
ジュール管理がとても難しく、情報共有が行き届かないこともありました。そこで、報連相が疎かにならないよ
うにスケジュール管理を徹底するためにスケジュール帳を作り工夫を凝らしました。後者の、問題解決力につい

てで、最初は頭の中で考えたことやインターネット等の見た情報を参考に中山間地域での楽しみ方などを考え
ていましたが、現地の人の声を聞くと、私たちの想像では知ることのできないことばかりでした。そこで、実際
に現地調査を行うことにしたところ予想外の大雪でとても貴重な経験やその地域の現状をより深く知ることがで
き、このプロジェクトを進める上でとても材料になりました。現地調査と現地の人の声を踏まえ、中山間地域
活性化及び問題解決に向けてどのような取り組みをしていけば良いのか考えていきました。メンバーが多い分
1 人 1 人考えることが異なり、様々な意見が出てとても広い視野で物事を見ることができました。

廿日市地域が持つ中山間地域の活性化の地域課題

解決のため、新たな提案としてレジャー観光プランを開

発し、地域の方々と連携し、地域活性化に繋げていきます。

発掘！廿日市レジャープロジェクト！
廿日市は宮島だけじゃない！？

［学生］
辻 雄亮・宮本 楓
上野 愛代・大久保 遥
岡野 由依・越智 遥香
渡川 子龍・兼重 朱里
上瀬 雄太・神村 有里奈
久保光 悠花・重本 萌々香
玉本 紗理・福間 美空
山口 永琉・山下 柚果

［担当教職員］
川原 直毅（商学部）

発発掘掘！！廿廿日日市市レレジジャャーーププロロジジェェククトト！！
月に廿日市に現地調査に赴いた際、積雪によって体験できることが制限された状況を受け、

冬でもできる体験型ツアーを企画しました。

また、ツアーで利用する路線バスで野菜を運搬することで

地域を繋げていこうと考えました。

バスの利用を促すため、車を利用しない外国人観光客をターゲットにしました。

今回は冬に焦点を当ててツアーを企画しましたが、

雪のないシーズンはサイクリングコースを謎解きに利用したり、

路線バスでのレクリエーションを考案したりすることで、

オールシーズン楽しめる廿日市市の中山間地域を利用したレジャープロジェクトを発案しました。

ＱＱＲＲココーードド謎謎解解きき

地域の路線バスが通る道中に設置した、廿日市に関するク

イズや映像を コードで読み取ってもらい、最終的にはク

リアした数に応じて廿日市市で利用できる割引クーポンを

配布する。バスにはさらにヒントを設置することで、車より

バスを利用してもらえるように促進する。

また、 コード入りの地図や宣伝ポスターも作成し、Ｑ

Ｒコード謎解きの存在を、観光客だけでなく、地域の人でも

楽しめるようにする。

ババススをを利利用用ししててももららううたためめにに

バスに乗った人のみが利用できる、バスの路線付近にある

飲食店やサウナなどの施設で使えるクーポンを配布する。

野野菜菜のの運運搬搬

路線バスで運搬した野菜は空き店舗を利用して販売

し、空き店舗を減らすことで、地域の方の販売の機会を作

るとともに、商店街の信頼を深める。

雪雪のの倉倉庫庫

雪の降らないシーズンでも、雪を楽しむことができる

ように、雪を保管する倉庫を建てる。

雪雪だだるるまま販販売売

雪だるまが溶けてしまわないように発泡スチロールで

包装し、県外や国外にも輸送できるようにする。

発発掘掘！！廿廿日日市市レレジジャャーーププロロジジェェククトト！！
廿日市地域が持つ中山間地域の活性化と地域課題解決のため、

新たな提案としてレジャー観光プランを開発し、

地域の方々と連携し、地域活性化に繋げていきます。

キキッッククオオフフミミーーテティィンンググ

廿日市市役所の方と、ＺＯＯＭを介して廿日市

市が抱える課題や、課題解決策を話し合いました。

現現地地調調査査

津田交通様のジャンボタクシーを利用し、「もみの木森林公園」に現地調

査に赴きました。当日は大雪で道も険しく、当初行く予定であったフォレス

トアドベンチャーは閉鎖されていました。そこで、雪が降るシーズンはでき

ることが無いと気付き、冬のツアーを考えることにしました。

ポポススタターー・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンン制制作作

ツアー内容を具体的に考えながら皆で話

し合い、ポスターやプレゼンテーションを制

作しました。

津津田田交交通通訪訪問問

津田交通の方と打ち合わせを行いました。廿日市の中山間地域の現状と、

それに対するアイデア等をご享受いただきました。
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プロジェクト名

プロジェクト概要

概要と具体的な活動

メンバー ポスター

連携協力先の方の所感参加学生の振り返り

イベントを開催するごとに逞しく、チームワークが良くなって
います。NHKの防災講座では、各自がチームミーティングをリー
ドしており、素晴らしかったです。当地域の活性化のためにも、
今後いろいろなイベントにぜひとも参加してください。

（大塚・伴南学区社会福祉協議会 会長／熊本 滋 氏）

地域の方 と々共に、現在の地域課題に着目し、密に解決
策を練ることで、本来の課題を目の当たりし、解決意欲の向
上に繋がりました。また、地域の方 と々同じ目的に向かって活
動をすることで、課題解決以外の大切なモノに気付くキッカケ
になりました。

（商学部 4 年／岸 彩加）

［学生］
岩田 佳吾・村上 竜一
岸 彩加・高路 茉琴
岡嶋 佑介・村上 嘉奏
戸谷 岳・田上 智子
重森 優華・辻 果苗
中村 七海・古畑 彩花
佐伯 里呼

［担当教職員］
川瀬 正樹（商学部）

6 月に熟議をして、大塚地区の方々と防災イベントに向けて方針を決めました。9 月は温品防災フェアを行
う予定でしたが残念ながら中止となりました。10 月 11 月は広域公園祭り、大塚防災イベント「ぼうさい王に
俺はなる‼」、普通救命講習と、大塚・伴南学区の方々と関わる機会が多かったです。また、「ぼうさい王に
俺はなる‼」では、地域つながるプロジェクト「浅原を明るく元気に！☆彡」の皆様に防災カレーを作ってい
ただいたり、11 月の「五月が丘防災訓練」では、地域つながるプロジェクト「今日から僕らは五月っ子！？」
の皆様に招待していただき、防災クイズの出題をしたりしました。昨年度にはなかった、プロジェクト同士で一
つのイベントに参加することで交流ができました。

12 月は防災士試験に挑戦し、4 名全員合格しました。2 月にも 2 名が防災士試験を受験する予定で、今
年度全員合格した場合、メンバー 13 名のうち、9 名が防災士となります。

メディアの出演にも積極的に取り組みました。中国新聞の取材や NHK ラジオ「ひろしま コイらじ」、NHK「お
好みワイドひろしま」の出演など、広報することで、より多くの方に認知していただき、声がかかる機会が増え
ました。Instagram でも約 270 名の方にフォローしていただき、全国各地に発信している実感も沸きました。

また、広島工業大学学生防災士会の皆様と活動報告会をしたり、広島県大学生地域連携活動発表会にて
活動報告をしたりなど、他大学との交流も深めました。

成果
「ぼうさい王に俺はなる‼」では、中学生が対象であったため、楽しく防災について学んでもらえるように、

工夫してイベントを開催したこともあり、概ね高い評価を得ました。少なくとも参加してくれた中学生は、防災
に触れることができたため、防災意識の向上につながったと考えています。

課題
大塚地区の中学生は防災に対し関心が高く、防災教育に力を入れていることを実感しました。一方で、大

学生の防災意識や、地域と大学生とのつながりは依然として乏しく、自然災害や人為災害など、いざ大塚地
区で災害が起きたとき、互いの協力体制がとれるか不透明なことが現実です。これからは、防災に関わらず様々
な形でコミュニティの構築が課題だと感じました。コミュニティが構築されることで、地域と大学生のつながり
が深まり、間接的に防災コミュニティの構築につながると考えました。

大塚・伴南学区と連携して防災に関する活動を行いま

す。防災訓練や地域イベントへの参加を通して、地域の

方々や学生の防災意識を高めることを目的に活動してい

ます。

防災意識を高めるプロジェクト
防災でまちづくり

活動を通しての成果と課題

6月
●熟議

(連携先：大塚伴南学区社会福祉協議会)
 

9月
●温品防災フェア(中止)

(連携先：温品・上温品連合町内会)
 

10月
●広域公園まつり

(連携先：伴・大塚地区コミュニティ推進協議会)
 

●普通救命講習
 

11月
●広島県大学生地域連携活動発表会

(＠県立広島大学)
 

●ぼうさい王に俺はなる!
(連携先：大塚伴南学区社会福祉協議会，

浅原を明るく元気に!☆彡)
 

●お好みワイドひろしま出演
 

●五月が丘防災訓練
(連携先:今日から僕らは五月っ子！？)

 

12月
●防災士試験受験

 

1月
●NHK防災講座

連携先：大塚伴南学区社会福祉協議会　他

Instagramでは活動⾵景や防災
クイズなどを発信しています！

お好みワイドひろしま

広域公園まつり

ぼうさい王に俺はなる！！

五月が丘防災訓練

普通救命講習

@bousai.project

NHK防災講座

地域連携活動発表会

1年間を通して、防災訓練や地域イ
ベントへ参加することで地域や学⽣
の防災意識の向上を⽬指しました！

ぼうさい王に俺はなる！ぼうさい王に俺はなる！

新聞紙でスリッパ作り

AED体験
防災クイズ

開催日時：令和4年11月26日(土)　13：30～15：30
開催場所：広島市大塚公民館

アンケート
集計結果

防災意識の変化
具体的に

どのような変化があったか

防災グッズ

災害体験記

06 07

地
域
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２
・
地
域
つ
な
が
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２
活
動
報
告
書

地
域
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２
・
地
域
つ
な
が
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２
活
動
報
告
書

地域つながるプロジェクト2022

地域つながるプロジェクト2022

02



プロジェクト名

プロジェクト概要

メンバー ポスター

概要と具体的な活動

参加学生の振り返り 連携協力先の方の所感

［学生］
國近 理人・田中 美羽
益田 祐真・山田 俊輔
前坂 綾未花

［担当教職員］
川瀬 正樹（商学部）

高齢化が進む団地に、若者が来て、悩みや問題を解決し
てくれることに感謝です。「陽だまり」では、ボランティア保険
をかけさせてもらい、話し相手や接客、時には草抜きまで手
伝ってもらいました。これからもよろしくお願いします。

（五月が丘地区社会福祉協議会 会長／津丸 俊二 氏）

昨年度に比べて実際に地域に足を運んで活動をすることが
たくさんできたので良かったと思います。まだまだやりたいと
思っていることが実行できていないので、今年度新たにできた
繋がりなどもしっかりと活用して今後も頑張りたいです。

（健康科学部 2 年／田中 美羽）

私たちの活動内容は、大きく分けて 3 つあります。1 つ目は、広報活動です。まず、五月が丘の施設に行き、
施設の方々にインタビューを行いました。そしてそれを、インスタグラムやチラシに掲載しました。インスタグラム
では、五月が丘の施設やお店について５つの投稿をすることができました。チラシでは、広島修道大学から
五月が丘商店街までの最短ルートを掲載したり、インタビューを行った場所の情報を掲載しました。2 つ目は、
ボランティア活動です。地域の方が集まって交流をする場所である「陽だまり」では、参加者にお茶を出した
りそれを片づけたり、地域の方々の応対をしたりしました。また、五月が丘の花壇の清掃をしました。地域の
方に道具の使い方を教わりながら、楽しく清掃することができました。3 つ目は、防災訓練への参加です。地
域の中学生と一緒に段ボールベッドを作ったり、液状化現象の理屈を模型を使って学びました。実際に体験
を通して消火器の使い方を教わりました。この防災訓練では、広島修道大学と五月が丘をつなげる架け橋に
なるという目的にもある通り、地域つながるプロジェクト「防災意識を高めるプロジェクト」の方々に依頼して
参加していただきました。これらの活動を通して、地域の中学生から高齢者まで幅広い世代と関わることができ、
交流を深めることができました。

今年度の活動成果は４つあります。1 つ目は、陽だまりへ気軽に立ち寄れるようになったことです。2 つ目は、
SNS で情報発信することができるようになったことです。3 つ目は、チラシを作ることができたことです。4 つ目
は、新たな連携先やつながりが増えたことです。課題は、急ぎで活動を進めてしまったり、「報告・連絡・相談」
が綿密にできてなかったりしたことです。また、コロナ禍であったことと学業との兼ね合いで地域のイベントに
参加できなかったことも課題の 1 つです。

「五月が丘と大学の交流を深める」という目的で活動

を行いました。主な活動としては、Instagram の開設、

チラシの作成、陽だまり訪問、地域のボランティアへの

参加などです。

今日から僕らは五月っ子！？
五月が丘と大学を繫ぐ架け橋になる！

活動を通しての成果と課題

活活動動：：防防災災訓訓練練へへのの参参加加 活活動動：：おお手手伝伝いい

活活動動：：ソソフフトトボボーールル大大会会

活活動動：：チチララシシのの作作成成

活活動動：： 開開設設

國近理人 田中美羽 山田俊輔 益田祐真 前坂綾未花

地地域域つつななががるるププロロジジェェククトト
今今日日かからら僕僕ららはは五五月月っっ子子！！？？

五月が丘紹介

陽陽だだままりり

だれでも気軽に入って楽しくおし
ゃべりができる場所です！

お菓子を食べながら人生経験豊富
な方々の話を聞いて優雅な昼下が

りを過ごせます。

おお好好みみ焼焼きき

五月が丘にはお好み焼き屋さんが
多くあります。どのお店も地域に
親しまれており味も絶品です。
写真は松尾さんのものです。
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プロジェクト概要

概要と具体的な活動

参加学生の振り返り

メンバー

連携協力先の方の所感

ポスター
プロジェクト名

［学生］
山田 杏・長船 美雨
田中 美紗希・友定 美琴
長尾 優華・平山 千景
松川 莉菜

［担当教職員］
中園 宏幸（商学部）

活動を振り返ると、何より本人たちが楽しんで活動していた
のでそこが良かったです。KOI にこい！プロジェクトを継続する
なら己斐地区との関係が重要になるかもしれません。また頑
張りましょう！

（広島電鉄株式会社 地域共創本部 地域共創事業部
地域交流事業課／前田 琢己 氏）

この活動を通して、己斐の抱える課題や現状を把握すると
ともに己斐の特色を知ることができました。また、メンバーと
協力していろいろな意見を出しあい行動することで、相乗効
果が発揮され、自身の成長につながったと考えます。

（商学部２年／友定 美琴）

私たちは、広島市西区にある己斐の町を中心に活動を行いました。現在、己斐では少子高齢化が進んで
おり、コロナ禍に伴い地域の祭りやイベントが少ない現状にあります。イベントを行うことで己斐の特色・魅力
を伝え、将来を担う若い世代へのアプローチを進めるために己斐での活動を始めました。私たちの主な活動
内容は、灯ろう流し、バリアフリーマップの作成、Instagram を通しての SNS 投稿などです。具体的には、６
月に地域の方々と熟議を行うことで、活動の方向性や活動内容を決めました。そして、８月６日には灯ろう流
しを行いました。子供時代から地域の伝統行事に触れるきっかけを作り、地域や文化のすばらしさに気づいて
いただくために、私たちが考えたオリジナルキャラクターの塗り絵を行っていただき、実際に子供たちの塗り絵
を貼った MY 灯ろうを作りました。また、１０月には西広島駅を中心に地域の方と班に分かれてフィールドワー
クを行い、バリアフリーマップを作成しました。お互いが調べたこと、地域の方から伺ったお話をワークショッ
プで発表しあい、１１月には学んだことや気づいたことをまとめ、己斐のバリアフリーマップの冊子を作成しまし
た。SNS の活動は、７月から２月まで Instagram を用いて、灯ろう流しや飲食店、公園など己斐の魅力を発
信しました。

活動を通しての成果と課題

活動の成果としては、Instagram
を通して広島市の方だけではな
く、県外の方や香港・アメリカ
合衆国・タイなど海外の方に己
斐の魅力を発信できた点です。
利用率の多い若者へのアプロー
チを行い、ハッシュタグ機能か
ら己斐に関わることや地域活性
に興味がある方にピンポイント
で情報を提供することができま
した。そして、1 年間の活動で
事前に活動の流れを確認し計
画する力を身に着けることがで
きました。また、それぞれがリー

ダーとなる機会があったため、全員が主体性を発揮して行動することができたと感じています。一方、課題は
SNS の動画再生からアカウントのフォローにつながらず、己斐の定期的な魅力発信につなげることができなかっ
た点が挙げられます。また、活動を通して地域連携を行うことの困難さや地域の方との予定調整の難しさを体
感しました。地域の方の考えと私たちの考えとの間にギャップがあり、すり合わせが大変だったため、地域の
方との熟議の際にはしっかりと意見を伝え、意見の整理を行いコミュニケーションをとることが大切であると考
えました。

己斐の町を中心に、西区役所の方・地元の方々と地

域の活性化を目指します。その為に、SNS の活用、PR

動画作成などを実施し、若い世代への魅力発信を行い

ます。

KOI にこい！プロジェクト
～己斐の町の活気をとりもどそう～

つなぐ、ひろがる、己斐の町

＃マップ作成in修道大学
＃報告会　＃冊子作成

＃マップ作成inKOI PLACE
＃ピクトグラム

＃バリアフリーマップ作成
＃地域の方々とフィールドワーク

＃己斐の魅力発信　＃己斐グルメ

　　　

　現状把握のために地元の方々と、フィールドワー

クを行いました。バリアフリーに注目して歩くとバリ

アフリーが整備されている場所もあれば、整備が進

んでいない場所もありました。

　フィールドワークから分かったことを基に、バリア　フィールドワークから分かったことを基に、バリア

フリーマップを作成し、報告会でそれぞれの気づき

を発表しました。冊子には、報告会で挙がった気づ

きをまとめています。

己斐の魅力発信のために、お店

やスポットの紹介をInstagram

で行いました。

　多いものでは、一投稿8,500回

以上再生され、多くの方々に見て

もらいました。

己斐の魅力を伝えるために動画

の撮影を行いました！動画は、

Instagramに投稿しています。ぜ

ひ見てください。

＃旭山神社　＃動画撮影

　灯ろう流しの塗り絵やInstagram投稿、動画作成を通して、

 多くの人に己斐の魅力を発信できた。

〈活動目的に対する成果〉

〈活動目的〉 若い世代を中心に己斐の魅力を発信する。

KOIにこい！プロジェクト
～己斐の町の活気をとりもどそう～

オリジナルキャラクター
こーたん＆いーたん

子どもたちが気軽に参

加出来るように、オリジ

ナルキャラクターの塗り

絵が出来るスペースを設

けました。子どもたちが

完成させた塗り絵を貼り

付けたMy灯ろうを作る

ことで、楽しく地域の伝

統文化を知る機会を提供

しました。

＃灯ろう作成　＃８月６日

＃オリジナルキャラクター　＃塗り絵

スタートは池清掃。

今では輝くステージへ変身！

地元の子どもたちにとって

は嬉しいイベントです。

初めての灯ろう作成
組立から貼り付けまで
協力プレイ

#カワニバル　＃じゃぶじゃぶ池

＃己斐本町　＃平和への想い
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プロジェクト概要

参加学生の振り返り

メンバー

連携協力先の方の所感

ポスター
プロジェクト名

概要と具体的な活動

［学生］
角田 和哉・後藤 直志
岩切 英寿・小林 冴夏
吉田 想・福田 紗弥
佐々木 照佳

［担当教職員］
石田 崇（人文学部）

考え方や得意なことがそれぞれ異なったメンバーが集まり一
つのテーマを持って活動を行うことは難しいことですが、方向
転換をしながら宮島のために学生が団結した素晴らしいプロ
ジェクトでした。来年度もし継続しましたら、いつでも声をか
けていただけたらと思います。
（NTT 西日本 中国支店 ビジネス営業部 ビジネス推進部門 

ビジネス推進担当／高見 知美 氏）

本プロジェクトは、観光地としての宮島が抱える言語

景観（外国語表記を伴う）に関わる課題に取り組み、

外国人観光客にとってやさしい宮島観光の実現を目指し

ます。

宮島観光活性化プロジェクト
～宮島と世界をつなぐ言語景観～

言語表記から見る観光のしやすい宮島とは

地域の方との関係作りに力を入れた一年でした。何度も宮
島に通って顔を覚えてもらい、話を伺うことで地域の方が抱え
る課題がみえてきました。また、新たな発見もあり、来年へと
繋がる一年だったと思います。

（人文学部 3 年／岩切 英寿）

プロジェクト始動当初、宮島地域では外国人観光客が言語表記に対して不満を感じているのではないかと
いう勝手な問題意識がありました。しかし、外国人観光客への聞き込みを進める中で、表記にあまり問題を感
じていないことが分かり当初の感覚とは異なる状況があることを把握しました。またその後、商店街のお店に
対して行った調査では、お店などの受け入れ側が「英語での商品説明や英語でのコミュニケーションで困っ
ている」ことが分かりました。この外国人観光客側・受け入れ側両者の問題意識を比較する中で「外国人観
光客がそれほど問題を感じていない」ことや「受け入れ側の方が問題を抱えている」ことが分かりました。そ
こで、今年度後半の活動では、受け入れ側の問題を解決するために、実際に受け入れ側である商店や宿泊
施設での言語表記の改善に取り組みました。外国人にとってやさしい言語表記となるように POP を作成したり、
英訳データを提供したりしました。取り組んだ店舗は、石ころ館宮島様、宮島のおみやげ処ふなつき様、ゲス
トハウス三國屋様の 3 店舗でそれぞれグループに分かれて活動を実施しました。

活動を通しての成果と課題

現地での調査の結果、外国人観光客は標識・案内表示に不満は感じていないが英語でのコミュニケーショ
ンを必要としていること、その外国人を受け入れるお店側の過半数が外国人観光客とのコミュニケーションや
商品の説明の際に困ることが分かりました。実際に言語表記を改善したことでお店側では、接客の不安を取
り除いたり、外国人利用者の方に毎回説明する業務を減らしたりできることが確認できました。またそこを利用

する外国人観光客の方には「出迎えられている気がする」や「翻訳アプリを使用する手間が省け利用しやすい」
といった利便性向上の効果が確認できました。

プロジェクトをするなかで、宮島の言語表記における「英語の弊害」が見えてきました。それは、宮島の表
記物全てが英語表記であれば日本の観光地宮島としての魅力を壊してしまうからです。また、英語圏以外の
観光客にも対応する必要があるため、どのような表記の仕方が望ましいのか模索する必要があります。こういっ
た中、「やさしい日本語」という一つの解決策が見えてきました。また、商店街の調査で見えてきたお店側の困っ
ていることやニーズのデータをどう活用するかが今後の課題です。
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プロジェクト名

プロジェクト概要

概要と具体的な活動

メンバー ポスター

参加学生の振り返り

連携協力先の方の所感

［学生］
沖野 実優・佐藤 爽香
小田 千花・島川 昇大
城山 巧・山岡 みのり
藤川 遥

［担当教職員］
森河 亮（法学部）

自分の時間、授業時間がある中、地域課題の解決・活性化
に向けて学生たちが一生懸命取り組む姿は、町にいるたくさんの
人の心を動かすと思います。素晴らしい取組に一緒に参加させて
いただきありがとうございました。

（一般社団法人地域商社あきおおた／後藤 大作 氏）

今年度は、昨年度よりも活動範囲が広がり、イベントの参加や
ラジオ出演など様々なことに挑戦できました。安芸太田町の方々
が親身になって支えてくださったからこそこれらの活動ができまし
た。ありがとうございました！

（国際コミュニティ学部 2 年／沖野 実優）

昨年度の地域つながるスタートアッププロジェクトに続けて、今年度は安芸太田町の食材を使用した商品開
発の準備を行いました。

6 月の熟議では、一般社団法人地域商社あきおおた様を中心に安芸太田町の方々と大学生が連携して商
品開発をすることに決定しました。そして、安芸太田町唯一の高校である加計高校様に訪問し、加計高校の
生徒と商品案について考えました。加計高校は地域活動の一環で菊芋パウダーを開発していることも教えてい
ただきました。その結果、提供元の見当がついている、菊芋パウダーとコラボができる、獣害対策につながる
などという点から、イノシシカレーのレトルト化を中心に安芸太田町の PR をしていこうということになりました。
しかし、イノシシカレーのレトルト化の需要が本当にあるのかわかりませんでした。そこで、地域商社あきおお
た様とイノシシカレーをすでに販売されている三段峡黒淵荘様にお誘いいただき、12 月の「あっ “ たまる ” 比
治山」というイベントでイノシシカレーやジビエの印象についてアンケート調査を行いました。その結果、「イノ
シシカレーをレトルト化したら一定数の需要はある。」という見通しをつけることができました。実際に、このイ
ベントでイノシシカレーを食べましたが、臭みが少なかったです。しかし、ジビエ自体を食べたことがない人に
調査すると「臭そうだし、食べる機会がない」という人が多かったです。よって、ジビエの臭いというネガティ
ブなイメージを変化させること、そのためには、カレーに親しむ機会が必要だと考えました。

活動を通しての成果と課題
成果としては、来年度の目標を立てたことです。あっ “ たまる ” 比治山の調査結果をもとに、イノシシカレー

の需要があることが分かったため、来年度、イノシシカレーのレトルト化や加計高校の菊芋とのコラボ、道の
駅でのカレー販売や宣伝でイノシシカレーの魅力を PR するという目標を考えることができました。メンバー同
士時間が合わないことが多かったため、ZOOM や LINE 電話などで話し合いの場を増やしたこともこのような
成果を出すことにつながりました。

課題は、メンバー間での情報共有です。昨年度よりもメンバー間の授業時間がバラバラで、話し合いを全
員で行うことが少なかったため、認識の誤差が多々ありました。来年度は、対面で会う機会を増やすことや 1
か月に 1 度みんなで話し合う機会を作るなど工夫していきたいです。

広島県山県郡安芸太田町の事業者と連携した取り組

みを中心に、今年度は新商品の開発に向けた準備段階

として、意見交換やイベント参加を行いました。

安芸太田に来てみんさい！！
安芸太田町の食材で町を好きになってもらう！

来来年年度度のの目目標標

・・商商品品開開発発：：イイノノシシシシカカ
レレーーののレレトトルルトト化化やや加加
計計高高校校のの菊菊芋芋ととココララボボ

あったまる比治山での調査１０８名に聞き取り！

結結果果
・・イイノノシシシシカカレレーー需需要要あありり！！
・・ジジビビエエののイイメメーージジ変変化化
・・カカレレーーにに親親ししむむ機機会会がが必必要要
・・大大学学生生自自らら、、おお客客ささんんにに
カカレレーーをを勧勧めめるるここととがが必必要要

年年齢齢

30代の家族連れが多かった 半数以上が買いたい！

イイノノシシシシカカレレーーををレレトトルルトト化化ししたたらら買買いいたたいい？？

ジジビビエエをを食食べべよよううとと思思わわなないい理理由由ジジビビエエをを食食べべよよううとと思思っったた理理由由

臭そう、機会がない、ためらう友達や知り合いからの紹介

約70％の人は食べたことある！

ジジビビエエのの印印象象

臭い

会場（南区）から来た
人が多かった

レレトトルルトト化化ししたたらら何何円円台台でで買買いいたたいい？？

興味ある！
地域らしさ

300円台が多い！

・・道道のの駅駅ででカカレレーー販販売売
イイベベンントトやや宣宣伝伝ををすするる

6月 9月 12月

安芸太田に来て
みんさい︎！！
広広島島修修道道大大学学地地域域つつななががるるププロロジジェェククトト2022

１２月 あったまる比治山

６月 熟議

９月 加計高校訪問

１２月 ラジオ出演

どんな商品を開発しよう？
→イノシシカレーに決定！

FMラジオにて活動の宣伝

1年間の流れ

熟議↴ ↓加計高校へ

↑
あったまる比治山とラジオ出演

目標
安芸太田町の食材で商品開発！

市場調査！
イノシシカレーって需要はあるの？

→ある！

目目的的：：広広島島県県安安芸芸太太田田町町をを好好ききににななるる人人をを増増ややすす

今今年年度度のの目目標標：：安安芸芸太太田田町町のの事事業業者者とと連連携携ししたた取取りり
組組みみをを中中心心にに、、新新商商品品のの開開発発にに向向けけたた準準備備段段階階ととしし
てて、、意意見見交交換換ややイイベベンントト参参加加
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プロジェクト名

プロジェクト概要

概要と具体的な活動

参加学生の振り返り

メンバー

連携協力先の方の所感

ポスター

活動を通しての成果と課題

［学生］
渡辺 拓海・河原 若菜
川崎 颯太・鉄穴森 翼
籔本 眞菜・亀石 陽菜
竹谷 美祐・森重 椋太

［担当教職員］
木本 晶子（健康科学部）

浅原に関わってくださりありがとうございました！地域の住民
や地元の事業者の方と協力をして色々なことにチャレンジして
いただきました。地域に関わることへの本質を学べたのでは
ないでしょうか。

（浅原市民センター 地域支援員／西本 智詞 氏）

今回の活動ではこれまでに経験したことのない事を多く経験
しました。知らなかった世界を知り、関わることのなかった人
と関わり、全てが自分にとっても自分以外の人や地域にとって
も良いものになったと思います。

（健康科学部 3 年／渡辺 拓海）

今回の活動を通してサツマイモ植え・収穫の手伝い、河川の草抜き、ROUTE186 イベント参加、百歳体
操参加、ココから２days 参加、水祭り参加、めだかの学校に参加しました。

サツマイモ植え・収穫では地域の方々と共に一般参加された家族の方々にサツマイモの植え方を教えました。
残念ながら収穫は一緒にできなかったものの、食べ物を育てて収穫するという貴重な体験ができました。
ROUTE186 イベント参加では、地元の農家さんと一緒にマルシェを開催させていただきました。計 3 回参加
しましたが、地域の方々と交流する良い機会となり、また新しい事に挑戦するための場にもなりました。百歳
体操参加では、地域の方々とサルコペニア予防のための簡単にできる体操教室を行いました。ココから２
days は津田商店街で行われているイベントです。今回は両日ともにパンの販売を行いました。多くの方々が
訪れ、私たちの活動を知っていただくとともに浅原地区の良さも周知できたのではないかと思います。水祭り
でもパンの販売を行いました。地元の方には認知されてきたのか、リピートしていただけるお客様もいらっしゃ
いました。めだかの学校では浅原の方々が自分たちで作った野菜を持ち寄って料理したり、毎回誰かが先生
役になるそうです。私たちが参加した日は、押し寿司や佐伯汁などの郷土料理を教えていただきました。

今回の活動を通して、浅原という地域の特色や歴史について理解し、地域イベントへの参加をすることで人
との関わりや温もりを感じることができました。また、地域の方々と交流することで、中山間地域の現状や今後
の展望などを話し合うことができました。他にも、色々な人と関わることで知らなかった世界や考え方を知るきっ
かけにもなりました。自分たちで考え遂行することで自信が付き、さらに次のステージに進むことができました。

課題としては、集団でプロジェクトを遂行することの難しさが挙げられます。色々な考えを持つ人間が集まっ
ているからこそ、考え方の相違がありました。誰かに負担が大きくかかることを防ぐためには、役割分担や話
し合いが重要であることを学びました。

浅原地区の良さを地域内外に発信するとともに料理教

室や地域交流を行うことで浅原地区の地域活性化を目

指します。

浅原を明るく元気に！☆彡
地域の良さを再確認する地域貢献です。

浅原に住んでいる方々に
浅原のことを知って
もらおう！！！

4．佐伯汁
浅原の郷土料理として佐伯汁があることを
知った。郷土料理は健康と思われがちだが、
塩分の高いものが多いことや家族構成の変
化など問題点も多く、次世代への継承に懸
念がある。小学生や大学生に調査を行うと、
郷土料理を知る機会は学校給食であること
がわかった。今後は学校給食で出すことや
料理教室を行うことを通じて、郷土料理を
自ら作ることができるよう指導を行う。

3．イベント参加
パン販売やおしるこの販売を行った。
私たちのゼミ活動を地域に発信し地域を
盛り上げることに貢献した。
大学生が地域のイベントに参加すること
で、浅原地域に活気があることを地域の
方にアピールできた。

浅原って？？
広島県廿日市市の山間部に位置する
山と川に囲まれた自然豊かな地域。
旧浅原小学校跡地を活用した「浅原
交流会」を中心に、地域活動を行っ
ている。地域活動を行うにあたり、
支援をしている浅原市民センターの
西本さん。(右の写真)

目的
浅原地区を対象に食をテーマにして
農業体験や料理教室などを中心に地
域の方々と協力し関係を深めながら
地域活性を目指すこと。

１．サツマイモ栽培
「水平植え」についての説明を支援員
として行った。

2．いきいき百歳体操
地域の高齢者の方と一緒に、フレイ
ル・サルコペニア・介護予防を行う
ための百歳体操を行った。授業で
行っている活動を取り入れ、地域の
方に伝え実践を一緒に行い、交流を
はかった。

交流を図ることで、私たちの考える
地域活性と地域の方が考える地域活
性にズレが生じていることが発覚

健康科学部健康栄養学科
渡辺拓海 河原若菜
川崎颯太 籔本眞菜
鉄穴森翼 亀石陽菜
竹谷美祐 森重椋太
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プロジェクト名

プロジェクト概要 プロジェクト概要

概要と具体的な活動 概要と具体的な活動

参加学生の振り返り 参加学生の振り返り

メンバー メンバー

プロジェクト名

プロジェクトに参加して楽しかったことや難しかったこと、たくさんありました。日程を合わせたり役割分担をしたりすることは、
1 人の力ではできないことを学びました。それを学びに、仲間と切磋琢磨しながら 1 年間成長できたと思います。

（国際コミュニティ学部 3 年／大年 沙希）

私たち江田島魅力調査隊は、江田島に縁のあったメンバーの中村が呼びかけたことをきっかけに、賛同
した 1 年生から 3 年生までの地域行政学科の学生、全 6 名で活動を行いました。

江田島市の風土を生かした活動を通じて、地域の活性化と次世代に誇れる文化の創造に取り組んでい
る一般社団法人フウドの皆さんのご協力のもと、地域住民の方々との交流や、空き家問題などの課題発見
を行いました。

7 月には江田島市内で行われた小学生向けイベント「ロボット サバイバル プロジェクト」の運営補助をし、
アクティビティを通じて江田島の魅力を体感しました。11 月には、地域おこし協力隊の方や江田島で IT
企業を営む方など地域で活躍されている方と意見交換を行いました。また、フウドの後藤さんの案内で空
き家を見学し、空き家の実情を知り、その問題と課題について考えました。

1 年間の活動で得た経験から、空き家問題や若者の島離れ等の問題を痛感しました。これらの問題か
ら私たちが考えた今後取り組むべき課題は、“ 若い世代の人たちにもっと江田島の魅力、そして今起きて
いることを知ってもらう ” ということです。地域には、今後も若い世代の力が不可欠であり、私たち大学生
をはじめ、10 代～ 20 代や子育て世代とともに、今後も課題解決に取り組む必要があると考えました。

［学生］中村 環音・松井 凌清・大年 沙希・戸石川 晴輝
野村 隼也・林 爽太

［担当教職員］三浦 浩之（国際コミュニティ学部）

特産品やアウトドアスポーツなどの魅力で話題の江田

島ですが、今もなお、空き家問題や若者の島離れなどが

問題です。それらの問題を分析し、取り組むべき課題を

明らかにします。

江田島魅力調査隊

右も左もわからない状態での活動は暗澹とした気持ちで一杯でした。しかし、行動を起こすことで先が見えたときの感覚は少
なからず達成感を感じることができました。プロジェクトに参加し良い経験が得られ、成長できたと感じています。

（商学部１年／二上 叶夢）

8 月に、メンバー各々で金魚ちょうちん祭りの視察に行きました。「コロナ禍の影響で屋台が少ない」「屋
台には長い列ができていた」「岩国市に米軍基地があるためか、海外の人が多かった」などそれぞれ気づ
くことができました。9 月には、母校である柳井商工高等学校へ訪問しました。柳井市の伝統工芸品であ
る柳井縞の普及活動の取り組みについてお話を伺いました。10 月には、メンバーで集まって金魚ちょうち
ん祭りの視察の感想や柳井商工高等学校への訪問の感想を報告しあいました。また、これからの活動方
針を話し合い決定しました。10 月の終わりごろ、11 月にアデリー様へ訪問する際の手土産や文房具など
が必要なため物品購入依頼書を作成しました。12 月には、株式会社アデリー様へ訪問させていただきま
した。そこでは、柳井市を活性化するためのヒントやアドバイスを頂き良い経験となりました。また、アデリー
様の掲げる企業理念が私たちの活動目標に合致していると思ったため、これから活動していく上で柳井市
の活性化の主軸となる連携企業先として手を取りあっていきたいと感じています。

［学生］二上 叶夢・井沢 なつみ・井村 美結
［担当教職員］木村 弘（商学部）

私たちの地元である山口県柳井市の知名度向上を目

標に活動しました。高校生の時には実現が難しかった地

域貢献活動を自分たちで行うことで、地元の良さや課題

を見つけることに重点をおきました。

柳井知っちょる？
～柳井の知名度を上げたい～
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プロジェクト概要 プロジェクト概要

概要と具体的な活動 概要と具体的な活動

参加学生の振り返り 参加学生の振り返り

メンバー メンバー

呉市音戸町のことを何も知らない状態でしたが、松川先生やメンバーとの打ち合わせを重ねるたびに知識が増えました。また、
現地調査で知名度の低さを感じました。改めて、報告・連絡・相談が大切だと実感することができて良かったです。

（人間環境学部 1 年／野口 彩花）

呉市音戸町で活動をしました。まずは、音戸町の歴史や文化など、インターネット等を活用して調べ、
担当教員の松川先生とメンバーで共有しながら理解を深めました。また、音戸町の特産物を調べたりしま
した。その際に松川先生に人口を詳しく見ることの重要性を教わりました。松川先生のお話を聞き、音戸
町の人口増減を分かりやすくするためにコーホート図も作成しました。そして、音戸町へ実際に足を運び、
島全体を一周し、オシャレなカフェや自然、町並み、文化などを調査しました。写真もたくさん撮ることが
でき音戸町の魅力を再発見することができました。

そこで、根本的に音戸町の知名度が低いという課題を発見しました。それを解決するためには、身近な
人に音戸町を知ってもらうことからスタートするのが大切なのではないかと考えました。そのためマップやポ
スターを作成しました。

呉市音戸町の方々に意見を伺うことなどを通して、地

域の課題を発見することを目的とします。そのために、

歴史や文化、地域の現状を実際に現地に出向き調査し

ます！

音戸Guru² 調査隊！

［学生］石川 美貴・津田 瑞貴・野口 彩花
［担当教職員］松川 太一（人間環境学部）

［学生］加藤 瑠菜・山重 礼温・荒上 咲良・大石 壌
小川 颯太・木山 拓海・野畑 梨音

［担当教職員］澤 俊晴（国際コミュニティ学部）

このプロジェクトは「何かしたい」という気持ちで集まったメンバーで構成され、もともと明確な目的を持って集まったわけでは
ないことから方針を決めるだけでも多くの時間を要しました。その分たくさんの協議を重ね団結して活動を進めることができました。

（国際コミュニティ学部 1 年／加藤 瑠菜）

私たち江田島深掘りプロジェクトは、１年間を通して様々な活動に取り組むことで江田島についての知識
を深め、地域課題を発見し、私たちにできることについて考えました。具体的な活動内容としては、４～６
月は活動の方針や流れを具体的なものにするためメンバーで協議を重ね、７月には江田島市企画振興課
課長の畑河内真さんをお招きして江田島についてお話を聞くことで知識を深めることができました。夏には
実際に２回ほど江田島を訪れ現地調査を行いました。第 1 回の８月の訪問では江田島をほぼ一周して江
田島を代表する様々な場所を探索し、実際に見て体験することで魅力を深堀りしました。また第 2 回の９
月の訪問では江田島で開催されていた地域イベントに参加しイベントに訪れる住民の方にインタビューをさ
せていただいたことで江田島で生活する人々の生の声を聞くことができました。そして、12 月には若者の
江田島への関心度を調査するため学内アンケートを実施しました。これらの活動により、ほとんど何も知ら
ない状態から江田島について深く知ることができただけではなく、地域の課題を発見し、私たちなりの解決
策を提示することができました。

過疎化が進む広島県江田島市を対象に、現地調査な

どの活動を通して江田島を深堀りし、課題の発見・関係

人口の増加方法について考えます。

江田島深掘りプロジェクト
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プロジェクト名

プロジェクト概要

概要と具体的な活動

参加学生の振り返り

メンバー

［学生］三村 なつみ・赤城 創大・若宮 悠
［担当教職員］城野 哲平（人間環境学部）

このプロジェクトでは、空き家の対策方法について話し合い、「空き家物件を大学生向けのシェアハウス
に改築する」という提案を行い、さらにそれが可能か否か、また地域活性化につながる観点はないかなど
について検討しました。

具体的には、連携先の方々との顔合わせや、広島銀行での話し合いを二回行ったほか、現地視察や
地元住民の方々へのアンケートを実施しました。また、メンバー間ではプロジェクト進行のための話し合い
をその都度行い、綿密な情報共有を心がけました。

連携先の方からは、空き家問題よりも、地域活性化がより喫緊の課題になっているとのご意見を頂いた
ため、提案内容に地域活性化対策を加えて、シェアハウスの家賃を下げ、その対価として大学生に地域ボ
ランティア活動へ参加してもらうという、双方にメリットのある提案へと改良しました。

さらに、本提案の実施に当たっての課題と予想していた、外部から来た学生が団地に住むことに対する
地域住民の抵抗感については、調査の結果、住民の抵抗感は意外にも少ないことが分かりました。

今後は、本提案を実現するにあたっての課題や、それを解決する方法についてさらに深く考える必要が
あると感じています。

広島県安佐南区の平和台団地を活動拠点とし、主に

空き家問題の現状を調査しました。また、平和台団地の

特徴について学び、地域に寄り添ったかたちの解決策を

模索しました。

大規模団地の空き家対策を考える

活動を通して、空き家対策の重要性や、チームで連携することの難しさ、また、社会人としてのマナーについて学ぶことで、
人として成長することが出来たと思います。貴重な経験をさせて頂き、ありがとうございました。

（法学部 3 年／三村 なつみ・商学部 3 年／赤城 創大・国際コミュニティ学部 2 年／若宮 悠）

地域つながるプロジェクト 2022・
地域つながるスタートアッププロジェクト2022

活動報告会
日　　時　2023 年 2 月 17 日（金）
　　　　　第 1 部 地域つながるスタートアッププロジェクト　11：00 ～12：00
　　　　　第 2 部 地域つながるプロジェクト　13：30 ～16：30
開催方法　会場（広島修道大学 3号館 3101教室、図書館展示ギャラリー）と
　　　　　オンライン（Zoom）を使用したハイフレックス形式で開催

活動報告会の第 1 部では「地域つながるスタートアッププロジェクト」として活動した 5プロジェクトがプレ
ゼンテーションを行い、第 2 部では「地域つながるプロジェクト」として活動した 7プロジェクトが、プレゼンテー
ションおよびポスターセッションにより1 年間の活動内容を報告しました。自治体・企業・団体・他大学の方々や、
本学教職員・学生など、対面とオンラインを合わせて約 210 名の方々にご参加いただきました。
また、第 1 部、第 2 部ともに、プレゼンテーションの後にはご協力いただいた学外の方や担当教員より、
活動に対するコメントをいただきました。コメントでは、学生の活動によって地域の方々や関係者の方々にどの
ような変化があったか、今後の活動に何を期待するか、学生がどのように成長したか等、様々なご意見、ご感
想をいただきました。ご協力いただいた関係者の皆様へ感謝申し上げます。ありがとうございました。
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【第 1 部 地域つながるスタートアッププロジェクト】
プレゼンテーション　11：15～ 11：50
「地域つながるスタートアッププロジェクト」は、地域を知り、地域の抱える問題を発見することにより、活
動に必要な心構えや知識を身に付けることを目的とした「地域つながるプロジェクト」の準備段階の活動を行う
プロジェクトです。1 年間の活動内容、活動を通しての気づきや今後の活動への意気込みをまとめ、発表しま
した。

【第2部 地域つながるプロジェクト】
.. プレゼンテーション　13：40～ 14：50
各プロジェクトが、それぞれの地域の課題に取り組んだ活動内容や成果を、プレゼンテーションにより報告し

ました。決められた時間内に 1 年分の活動を分かりやすく報告するため、事前に会場で何度も練習をし、当日
のプレゼンテーションの見え方や、声の聞こえ方などを確認しました。本番では、準備を重ねた成果を発揮す
ることができました。

ポスターセッション　15：00～ 15：45
プレゼンテーションに続いて、ポスターセッションが行われました。プロジェクトごとに自作したポスターを用
い、対面とオンラインで参加の方々へ向けて報告しました。プレゼンテーションで伝えきれなかった内容や活動
を通して感じたことを、作成した成果物等を手にとって説明し、プレゼンテーションを聞いての疑問や詳細につ
いて、来場者や審査員から質問を受けました。

表彰プロジェクト
地域つながるプロジェクトの報告は、審査員による評価・審査を行いました。審査は、「発表・表現力・対
応力に対する評価」が 30 点、「プロジェクトの実績及び活動内容・計画性に対する評価」が 60 点、「その
他付加的な評価」が 10 点の 100 点満点で行われます。審査員４名による審査結果をもとに、総合点数の最
も高いプロジェクトには「最優秀賞」が贈られ、その他の賞は各賞の評価指標に沿って決定されました。
2022 年度表彰プロジェクトは以下の通りです。

		最優秀賞	 「防災意識を高めるプロジェクト」
		優秀賞＊1	 「安芸太田に来てみんさい！！」
		ポスター賞＊2	「KOIにこい！プロジェクト　～己斐の町の活気をとりもどそう～」
		プレゼン賞＊3	「今日から僕らは五月っ子！？」
		プロジェクトマネジメント賞＊4

	 「宮島観光活性化プロジェクト～宮島と世界をつなぐ言語景観～」

		地域連携賞＊5	「浅原を明るく元気に！☆彡」
		ひろみら賞＊6	「発掘！廿日市レジャープロジェクト！」

＊1　優秀賞…採点の合計点が高いプロジェクト

＊2　ポスター賞…ポスターセッションの評価が高いプロジェクト

＊3　プレゼン賞…プレゼンテーションの評価が高いプロジェクト

＊4　プロジェクトマネジメント賞…目的や計画性に関する評価が高いプロジェクト

＊5　地域連携賞…地域連携に関する評価が高いプロジェクト

＊6　ひろみら賞…すべての項目においてバランスよく評価されたプロジェクト24 25
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